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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

1,2 国際交流員による小中学校等訪問、国際理解講座等での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベントの開催によ
り地域の国際化を促進する。

3 国レベルの競技団体の連携が可能で、当県へのインバウンドの起爆剤にもなる、スキーを中心とした青少年交流を実施する
ことで友好交流、経済交流の進展につなげる。

1,2 国際交流員（英語圏、中国、韓国）３名を配置し、69件の派遣に対応し、国際理解を促進する取組を行うとともに県HPや
ブログ、SNSで活動を発信した。新型コロナウイルスによる派遣の一時中止や派遣希望の減少により未達成となったが、派遣
先の要望に応じて、国際交流員自らが常に内容の改善を図ることにより、高い満足度を得ることができた。

3, 新型コロナウイルス感染症の影響により、県内ジュニア選手（クロスカントリー）の中国への派遣ができなかった。

No 成果指標

・ホストタウン事業の推進
・JETプログラムの推進
・国際交流員の設置
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【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

・長野県のグローバル化を推進するために、県民が行う国際交流イベントへの派遣要請に応じ、国際交流員を69
件（R2年度）派遣している。
・新型コロナウイルス感染症により知事訪問及び要人招へい等は行われなかったが、できうる限りの手法で各国
との協力・連携関係（パートナーシップ）を推進し、本県の認知度とプレゼンスを維持

・海外の国や地域との交流を通じた、友好関係の発展
・県民の国際感覚や多文化共生意識の醸成
・NAGANOブランドの浸透によるインバウンドの増加

85,083

269,692
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８つの重点目標

2-3 海外との未来志向の連携
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総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

事業番号 04 06 01 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 グローバル化推進事業
部局

実施期間 不明

企画振興部 課・室 国際交流課

課　　題　　等 今後の方向性

6.50 6.50職員数（人）

・コロナ禍において停滞している国際交流の再開 ・アフターコロナの世界情勢を見据え、国際交流のあり方
を検討し再構築していく。

成果指標
設定理由

・経済発展する中国の活力を長野県に取り込むため、これまでの
中国　河北省・北京市との交流・協力実績を踏まえた更なる交流
の強化・深化

・北京冬季オリンピック・パラリンピックに向けた河北
省・北京市との青少年スポーツ交流事業を継続実施し、長
野県の知名度を向上させる。

 決　算　額（B）

1競技１競技ジュニア選手交流競技数

・次の世代を担う若者の国際感覚の涵養・育成 ・ホストタウン事業を通じた、河北省の大学と長野県内大
学の交流などをはじめとする若い世代の国際交流の促進や
意識醸成を図る。

4.5点

250件

264,17981,121

うち一般財源 41,151 27,329

合計（A)

→ 0競技 ↘

達成

294件

4.87点 5点

達成状況
の分析

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

2
国際交流員の派遣満足度
（５段階評価）

国際交流員の派遣件数1 未達成

１競技

↗

3

✔ 東京オリパラに向けたホストタウンの取組

・ホストタウンチャイナウィークの実施（民間企業とコラボした、信州「勝ち飯🄬」

レシピのSNS紹介

・ホストタウン写真リレーの実施（相手国の観光地や交流の様子を各ホストタウンで

リレー形式で展示）

✔ 国際交流員（ＣＩＲ）の派遣
・各種イベント等への派遣（高校、専門学校、地元FMでの放送）

・各種企画の開催（外国人県民による写真展示会「COLORFUL NAGANO」等 ※写真下参照）

・SNSのアカウント開設・投稿による情報発信

✔ グローバルNAGANO推進アドバイザーとの連携事業
・オンラインセミナーの実施（米国の政治経済動向、米中貿易摩擦、米国での事業展開等について。

講師：中島孝明アドバイザー、ジェトロ長野との共催）

信州「勝ち飯🄬」レシピ

「COLORFUL NAGANO」



新型コロナウイルス感染症の影響により、国際的な人の往来が制限さ
れたことから、中国、韓国、米国等との交流事業を実施できなかっ
た。
一方で、知事が中国大使をはじめとする在日公館トップとコロナ禍に
おける交流等について会談したほか、日韓交流おまつりｉｎ Ｓｅｏ
ｕｌへのオンラインブース出展を実施した。

国際交流に係る事務費

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名
細事業
No.

1 海外県人会運営費補助金 補助金

2
8,446 1,812

千円 千円
海外県人会連携事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

本県出身者の移住先国である日系人社会の発展を図り、本県との友好
関係を促進するため、ブラジル及びアルゼンチンの海外県人会の運営
や各種事業に対し、補助金を交付した。
【補助件数：２件、補助総額：1,800千円】

5 ホストタウン推進事業

企画振興部 課・室 国際交流課

細事業
No.

部局事　業　名 グローバル化推進事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 04 06 01 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

千円
国際化啓発事業

直接

直接

国際交流員設置事業 直接
中国・韓国・米国籍の国際交流員を設置し、小中学校等訪問、国際理
解講座等での講演、国際交流イベントへの参加や自主企画イベントを
開催した【派遣件数：69件】

1
29,780 226,414

千円

直接

令和２年度　実施内容（実績）

県の国際関連業務の通訳及び資料作成に係る翻訳業務を実施した
【翻訳・通訳件数：280件】

No.

1

3

6

実施
方法

細事業を構成する主な取組

通訳職員設置事業

国際関係パートナーシッ
プ強化事業

国際交流推進事業

2

3
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
自治体国際化協会海外事
務所派遣事業

直接

12,152 10,448

千円

Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

細事業名

自治体国際化協会職員派遣

（一財）自治体国際化協会の海外事務所に職員を派遣し、実務型の長
期派遣研修を実施した。
【派遣職員：ニューヨーク事務所１名、北京事務所１名】

直接
負担金

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、グローバ
ル化、地域の活性化、観光振興等の推進を図るため、中国を相手国と
したホストタウンとして、交流事業を実施した。

4
北京冬季オリンピック・
パラリンピック交流強化
事業

負担金
スポーツを中心とした青少年交流に取り組む日中スキー交流委員会に
対し負担金を交付した。



1 一般外務事務 直接

県内自治体の国際化の推進及び教育現場での外国語教育の充実を図る
ため、（一財）自治体国際化協会の海外事務所整備に係る分担金の負
担や外国青年招致事業を実施
【県内外国青年招致者：57名】

6 一般外務事務
27,249 25,505

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度
決　算 決　算

Ｒ２年度

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

4 河北省友好提携事業
359 0

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）

1
中国大学生インターン
シップ活用事業

直接
新型コロナウイルス感染症の影響により、日常的な人の往来が制限さ
れたことから、河北大学等中国大学生の受入は実施できなかった。

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度 Ｒ２年度
決　算 決　算

1
中南米日系人社会からの
青年受入

直接

新型コロナウイルス感染症の影響により、日常的な人の往来が制限さ
れたことから、中南米海外県人会からの研修員受入れ及び県民との交
流並びに中国河北大学からの学生受入れ及び県内大学の学生との交流
は実施できなかった。
河北大学へ派遣されていた研修員（県内大学在籍学生）が帰国し、研
修報告を行ったほか、報告書をホームページに掲載した。

5 中国・中南米との青年交流事業
3,135 0

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和２年度　実施内容（実績）


